
 
学校だより（カラー版）は中学校ＨＰに掲載しております。 

◎ 令和 6 年度も残り 2 か月となり，生徒たちはそれぞれの学年において，まとめの時期を迎えていま

す。特に 3 年生は，すでに進路先を確定した生徒や，3 月の県立高校受検に向けて努力している生徒

などと様々ながら，お互いを尊重しながら生活を送っております。 

 

 さて，今回の「学校だより」では，『部活動の地域連携・移行』について，本校がこれまで準備し， 

次年度から取り組もうとしている内容について，概要をお伝えしたいと思っております。国の動向や県 

市の方針等もご理解いただき，ご協力をお願いいたします。 

 

１ なぜ「地域移行」なのか 

 

  令和4(2022)年12月に，スポーツ庁・文化庁より『学校部活

動及び新たな地域クラブ活動の在り方に関する総合的なガイドラ

イン』が発出され，これからの学校部活動について，改革の方向性が示されました。 

  この中では，これまで学校部活動が担ってきた教育的意義やその価値を認める一方で，指導に関わる

教師の献身的な支えにより担ってきた側面は否めず，教師の長時間勤務の原因の一つとして大きな課

題であること，少子化が進展する中においては，これまで同様の指導体制を継続するのは困難であるこ

とが指摘されています。 

 国の方針を受け，栃木県においては，令

和５(2023)年 3 月に『とちぎ部活動移行

プラン』（栃木県教育委員会）を策定し，

「令和７(2025)年度までに，すべての公

立中学校の休日の部活動を 1 つ以上，地

域クラブ活動にすることを目指します。」

との活動目標を設定しました。以来，県内

各地域において試行錯誤を繰り返しなが

ら，段階的な地域移行を目指し，取り組ん

できているところです。 

 

 

【総合的なガイドライン】https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/sports/mcatetop04/list/1405720_00014.htm 

【とちぎ部活動移行プラン】https://www.pref.tochigi.lg.jp/m12/bukatsu/documents/totigiikoupuran.pdf 

 

２ 本市の取組について 

 

  国や県の示す方針に従い，宇都宮市においても，「令和 7 年度末までに，各校 1 つ以上，休日の部活

動の地域移行」を目指し，取組を進めてきております。 

  宇都宮市部活動地域連携・移行推進協議会を設置し，学校や宇河地区各競技の専門部(中体連)や文化

部顧問へヒヤリングを実施，課題の抽出や解決に向けた方向性を探ってきています。 
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現在は，令和 7 年度以降の「地域クラブの指導者確保」や「運営団体の育成支援」に向けた調整が

行われています。これは，休日の部活動の管理・運営を受け入れる運営主体に対する支援を行うことで，

少子化や教職員数の減少が進んでも生徒の活動機会を確保することを目的としたもので，市内の中学

校や地域を対象にしたいくつかのモデル事業として実践検証を行う期間(R7～R9)を設定し，その学校

や地域の実情に合わせた方法を検討するためのものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 本校の現状と準備について 

 

  本校においては，休日の部活動指導について，地域の運営団体を中心に移行できないかを協議する場

を設定しながら，国や県のガイドラインを参考に準備を進めてまいりました。 

  令和 5 年度は，各部活動保護者会代表にご参加いただき，会議を 3 回実施しましたが，概念的な話  

になってしまい，現実的な取組とはなりませんでした。将来的な運営団体として期待できるＰＴＡ組織

を整理するため，「上河内中学校文化スポーツ活動後援会」を正式に発足（令和 6 年度ＰＴＡ総会）し，

ＰＴＡ役員との協議も重ねてきました。 

  今年度の後半に入って，会議を再開し，運営団体の役割や，課題等の整理を行い，次年度からの設立

に向けて準備を進めてきています。 

ＰＴＡ組織の文化スポーツ活動後援会を運営団体として設立し（規約等の制定を含む），各学校部活

動を，後援会傘下の地域クラブ活動へ移行することを検討しています。休日の部活動指導を担う指導者

（教員を含む）の確保や指導謝金の支出，その他活動に係る保険加入手続きや事務手続き等を担う人材

の確保等，整理すべきことが多く多難な船出とはなりますが，市の支援を有効に活用してＰＴＡの皆様

と相談しながら，生徒たちの活動を維持，充実させるよう検討を重ねていきたいと考えています。 

具体的な運営団体の設立については，ＰＴＡ総会時（R7.4）にご説明させていただきますが，ご理

解・ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 


